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　2004年9月12日から1週間、京都市にあるNPO法人「アントレプレナーシップセンター」、「フィンランド地方行政協会」、「セイナヨキ中等学校」の主催する「フィンランドの国家戦略と教育手法から学ぶツアー」に参加して、フィンランド各地の教育機関や学校を訪れた。初日はまず教育省、国立教育研究所を訪問して、国家戦略としての起業家教育(詳細は後述)の基本方針やカリキュラムについて説明を受けた。この国の起業家教育は、市民科(citizenship)と両輪をなしており、市民としての責任と役割を果たしながら卒業後の起業家を目指している。次のフィンランド地方行政協会は、次世代の若者達に起業家的姿勢を持ってもらうことを目的にとして、モデル地域として名乗りをあげた地方自治体と共同で、パイロット事業を実施しているとのことだった。最後の訪問先、フィンランド企業連盟は、アントレ教育用の教材開発、教員のための研修の提供、地方自治体のアントレ教育の推進活動支援などをしていた。
　二日目は際限なく広がる森を駆け抜けてユバスキュラにあるVoionmaan 中学校を訪ねた。世界の先進国が参加した学習到達度テストでトップの成績だった学校である。3 年前に着任した現在37歳の校長の下で学校改革を進めたとのこと。成功の秘訣は、小さなことは教員自身に決定権を与え、どんな意見もだせる雰囲気をつくり、教員達をグループ分けして話し合いを持たせ、全体会議で物事を決めていったことにある。これにより、無駄な会議が減り、教員間の協力体制が向上して、いい結果につながったということである。当日聞いた話では、教員養成プログラムの中に、起業家教育に関する内容が15 単位分用意されており、教員になる学生は最低一科目取ることが義務づけられているとのことであった。フィンランドの教員のレベルは高く、教員は修士号を持っていなければならない(小学校4 年生以上の指導する専門分野において）。夜遅くに、セイナヨキ市の郊外に位置するラプアのMarianne-Hieta宅に着いた。
　三日目はMarianne先生の勤務する清潔感あふれる中学校を視察した。笑顔を絶やさず次々と質問をしてくる生徒たちが印象的であった。自動車を始め多くの日本製品が輸入されていることから日本への関心が高く、「日本の歌」で出迎えてくれた。客へのもてなしを大切にする「起業家教育」の成果が十分に発揮されているのを感じた。この学校も地域の企業とプロジェクトを立ち上げており、企業と学校が連携して生徒の成長を支援している。夜はセイナヨキ中学校Kaisa Isotalo 校長と関係者による歓迎の晩餐会を楽しんだ。
　四日目はバーサ大のJouko Havunen氏によるバーサ市の起業家教育の発展に関する講演とIsotalo校長のセイナヨキにおける起業家教育の講演があり、続いて日本側も三鷹市の実践を披露した。夕飯は中学生の考えたメニュを、家庭科室で参加者全員でつくり、お国自慢を披露しながら交歓した。
　五日目の朝訪問した教師３人の小学校では、起業家教育の一端を見た。理科の授業で数種の木の幹や葉を観察しながらそれをノートに記すとともに、それらの有効な利用法、環境に負担をかけない木材資源の利用法等を考え、木の皮を用いた土産品の製作に励んでいた。

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　起業家教育とは：　1990年代の初めソビエト連邦崩壊のあおりを受けて、フィンランドは未曾有の大不況に陥った。そのような中でバーサ市のアントレプレナー協会が小規模企業のニーズに配慮した新しい形の教育について提案した。最初のうちは、生徒がキオスクや土産物製造といった小規模な企業を開業するものだった。教室で使われる企業ゲームを含む教材まで出現した。しかし、マッティー・ペルトネンによって起業家精神（Entrepreneurship）が、独自のビジネスをスタートさせ経営することに関連した「外的起業家精神」と起業家的に仕事をする態度や資質に関する精神に関連した「内的起業家精神」分けられてから、起業家教育は新たな展開をみた。すなわち学校においては、全ての活動を通じてもっぱら、生徒の創造性、柔軟性、勇気、達成動機、イニシアチブ、危機管理、共同作業スキル、等の育成を重視して教育を進めるのである。

